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じ ょ うずに
使

っていますか ?

介 護 保 険

12年4 月から始まった介護保険制度。65 歳
以上の区民101, 353 人( 13 年4 月1 日 現在)
中、要介護認定者数は11, 000 人 を 超えまし
た。そのうち、施設に入所している方は 約1, 700

人、またケアプランを作成し在宅のサー
ビスを利用している方が約6, 200 人います。一
方で。認定を受けたけれど利用の仕方がわか
らないという声も多く聞かれます。
制度開始から1 年以上が経過した今、改め

て介護保険の認定からサービスの利用までの
流れをご紹介します。

要
介
護
認
定
を
受
け
る

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
る
の
は
、
6
5歳
以
上
の
方
と
、
4
0

歳
以
上
6
5歳
未
満
で
加
齢
が
原
因
と

さ
れ
る
病
気
で
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
方
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、
ま

ず
『要
介
護
認
定
』
(ど
の
く
ら
い
介

護
が
必
要
か
の
判
定
)
の
申
請
が
必

要
で
す
。
申
請
は
介
護
保
険
課
ま
た

は
福
祉
事
務
所
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
お
近
く
の
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
や
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
(
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
を
行
う
事

業
者
)
に
申
請
の
代
行
を
依
頼
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

申
請
を
受
け
る
と
、
区
で
は
訪
問

調
査
を
行
い
、
そ
の
調
査
結
果
や
主

治
医
の
意
見
書
な
ど
を
も
と
に
介
護

認
定
審
査
会
で
審
査
判
定
を
行
い
ま

す
。審
査
の
結
果
、介
護
の
必
要
な

度
合
い
に
応
じ
た
区
分
(
要
介
護

度
)
が
決
め
ら
れ
ま
す
。な
お
、申

請
か
ら
結
果
の
お
知
ら
せ
ま
で
3
0
日

ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る

在
宅
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場

合
、
要
介
護
度
が
決
定
し
た
ら
ま
ず

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。
ケ
ア

プ
ラ
ン
は
自
分
で
作
成
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
が
、
通
常
は
居
宅
介
護
支

援
事
業
者
に
依
頼
し
て
作
成
し
ま

す
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
は
全
額
保

険
で
支
払
う
た
め
無
料
で
す
。
居
宅

介
護
支
援
事
業
者
は
、
区
内
に
約
圓

力
所
あ
り
ま
す
。事
業
者
は
、本
人
や

家
族
が
自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。
選

択
に
際
し
て
は
、
介
護
保
険
課
で
配

布
し
て
い
る
一
覧
表
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

事
業
者
が
決
ま
っ
た
ら
介
護
保
険

課
に
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
両
作
成
依

頼
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
後
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
(
ケ
ア
プ

ラ
ン
を
作
成
す
る
専
門
家
)
が
、
本

人
や
家
族
の
要
望
を
取
り
入
れ
て
、

そ
の
人
に
あ
っ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作

り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
ー
業
者
も
本
人

や
家
族
が
自
由
に
選
べ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
組
み
合
わ
せ
や
各
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
調
整
は
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
行
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

ケ
ア
プ
ラ
ン
が
で
き
あ
が
っ
た

ら
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
ご
と
に
契
約

を
結
ん
で
サ
ー
ビ
ス
の
始
ま
り
で

す
。
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、
利

用
料
を
支
払
い
ま
す
。
た
だ
し
、
利

用
料
の
9
割
は
保
険
か
ら
事
業
者
に

支
払
わ
れ
、
残
り
の
1
割
を
利
用
者

が
負
担
し
ま
す
。
1
割
分
は
各
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
ご
と
に
支
払
い
ま
す

が
、
支
払
い
方
法
は
事
業
者
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。
契
約
の
際
に
必
ず
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
サ
ー
ビ

ス
は
要
介
護
認
定
申
請
日
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
利
用
で
き
ま
す
。

相
談
や
苦
情
が
あ
っ
た
ら

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
な
ど

は
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
直
接
、
ま

た
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
通
じ
て

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
あ
だ
ち
で
は
、

利
用
者
と
事
業
者
の
間
に
入
っ
て
苦

情
の
相
談
。調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
介
護
保
険
制
度
や
要

介
護
認
定
、
保
険
料
に
つ
い
て
の
問

い
合
せ
は
介
護
保
険
課
ま
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

介護保険のサービス利用例
■ 青井二丁目の千葉さんの場合■
千葉さんは、デイサービスのほかに住宅改修を介護保険で行い、トイ

レ、風呂場、玄関の手すりを取り付けました。

以 前

玄
関
の
上
り
下
り
が
困
難
で
、

家
族
の
手
助
け
が
な
い
と
、
移
動

が
難
し
か
っ
た
。
本
人
も
外
に
出

づ
ら
い
た
め
、
家
に
閉
じ
こ
も
り

が
ち
に
。
入
浴
も
家
族
が
手
伝
う

が
、
毎
日
と
な
る
と
大
変
。

要
介
護
認
定
申
請

を
行
い
、
要
介
護
の

判
定
を
う
け
る
。

ケアプ ラン( 介護サー
ビス計画) とは、利用
者の要望や状況に合わ
せて立てるサービ スの
利用計画です。

事 業 者 を 探し 、 ケ アプ ラ ン の 作

成 を 依 頼。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
週
4

回
(
月

、火
・

木
・
金
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
)

利
用
す
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
る
。
ま
た
、

玄
関
な
ど
に
手
す
り
を
取
り
付
け
る
(
住
宅

改
修
)
。

手
す
り
を
付
け
た
の
で
、
自
分
で
玄
関
の

上
り
下
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
1
日
に
1

回
は
、
家
の
前
の
道
路
を
リ
ハ
ビ
リ
を
兼

ね
て
散
歩
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
工
作
や
、
習
字
を
し
た

り
、
ほ
か
の
利
用
者
と
遠
足
に
出
か
け
た
り

と
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た
施
設

で
、
週
に
2
回
入
浴
す
る
こ
と
が
で
き
、
家

族
の
負
担
も
軽
減
し
ま
し
た
。

サービスの利用開始後

千葉さ んのご 家族のお話

「玄関先に手すりを付けてから、一人で外に出るのもだいぶ楽になり、意欲も出

たようです。毎日家の前の道路をリハビリを兼ねて敵歩しているんですよ」と、
奥さん。
ご主人は、通っているデイサービスで書いた習字を出し、赤丸がいっぱいつい
た文字をうれしそうに見せてくれまし た。

※ 介護サービスの利用については、費用の1 割を支払っていただきます。千葉さんの場合、デ
イサービスの利用は1 回560～670円の自己負担と、そのほかに食事代などがかかります

介護保険に関するお問い合わせは
介護保険課 　3880- 5887

介護サービスに関する相談や苦情( 契 約上のトラブルな
ど) または介護サービ スホームページについてのお問い合

わせは、権利擁護センターあだちへ。 　5681- 3379

ホ ー ム ペ ージ アド レ ス　ht t p: / / kai go. adachi . or . j p/
i モードでも検索できますht t p: / / kai go. adachi . or . j p/ i /

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
/
食

と
健
康
教
室
/
消
化
器
が
ん
検
診

4
・
5
面
▽
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て

6
・
7
面
▽
催
し
物
ガ
イ
ド
/
く
ら
し
の
情
報
/
掲
示
板
/

ひ
ろ
ば
/
区
長
へ
の
手
紙
か
ら

8
面
▽
▽
▽
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
に
ご
用
心
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ

ち

区 長へのファクス

( FAX) 3880- 5678
「区民の声」を
お待ちしています

世帯と人口 ( 13年5 月1 日 現在　 外国人含む)　世帯数: 281, 653　 人口: 639, 020( 男: 323, 052 、 女315, 968)
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ
　

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
5
月
2
8日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

訪
問
介
護
員
(
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
)
養
成
研
修
・
2
級

日
程
等
=
表
1

対
象
=
訪
問
介
護

員
と
し
て
働
く
意
志
の
あ
る
方
お
よ

び
既
に
働
い
て
い
る
方
で
、
講
習
期

間
中
全
日
を
と
お
し
て
受
講
で
き
る

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

申
込
=
往

復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
職
業
、
電
話
番
号
、
生
年
月

日
コ
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
受
講
希

望
」
を
明
記

※
2
団
体
の
う
ち
1

つ
の
み
応
募

複
数
応
募
や
往
復
八

ガ
キ
以
外
で
の
応
募
は
無
効
。

申

先
=
直
接
団
体
へ

問
先
=
高
齢
計

画
課
計
画
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
2
6
4

表1　 訪問介護員養成研修
乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

保
育
園
に
通
っ
て
い
る
家
庭
だ
け

で
な
く
、
広
く
地
域
の
家
庭
か
ら
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
安
心
し
て
子
育

て
を
楽
し
め
る
よ
う
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
経
験
豊
か
な
公
立
、
私

立
保
育
園
の
職
員
が
対
応
し
ま
す

(
秘
密
厳
守
)
。
実
施
保
育
園
=
公

立
・
私
立
保
育
園
全
園

相
談
日
=

毎
週
月
～
金
曜
日
(
午
前
1
0時
～
午

後
4
時
)

※
祝
日
は
除
く

相
談

方
法
=
電
話
お
よ
び
面
接

問
先
=

保
育
指
導
係
ま
た
は
保
育
振
興
係

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当

の
現
況
届
を
送
付
し
ま
す

現
在
、
児
童
手
当
・
児
童
育
成
手

当
を
受
給
し
て
い
る
方
に
、
1
3年
度

の
現
況
届
を
6
月
上
旬
に
送
付
し
ま

す
。
現
況
届
は
、
手
当
の
受
給
資
格

を
審
査
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
手

当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
期
日

(
6
月
3
0日
)
ま
で
に
同
封
さ
れ
て

い
る
返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
児
童
手
当
の
受
給
者

で
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

は
、
会
社
で
必
ず
厚
生
年
金
の
加
入

証
明
を
受
け
て
か
ら
返

送
し
て
く
だ
さ
い
(
国

民
年
金
加
入
者
お
よ
び

育
成
手
当
受
給
者
は
不

要
)

。
期
日
ま
で
に
現

況
届
が
提
出
さ
れ
な
い

場
合
は
、6
月
分
か
ら

の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
な
お
、
児
童
手

当
・
児
童
育
成
手
当
の

支
払
月
は
特
別
な
事
情

が
な
い
限
り
、2
月
・
6

月
・
1
0月
の
年
3
回

で
す
。

□
1
3年
度
児
童
手
当
休

日
受
付
窓
口
を
開
設
し

ま
す児

童
手
当
の
所
得
制

限
拡
大
に
伴
な
う
休
日

受
付
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
児
童
手

当
は
認
定
さ
れ
た
場
合
、
申
請
月
の

翌
月
か
ら
の
支
給
開
始
と
な
り
ま

す
。
申
請
さ
れ
る
方
は
5
月
中
に
児

廬
給
付
係
・
福
祉
事
務
所
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
日
時
=
5
月
2
6

日
出

分

日
嗣

午
前
9
時
～
午
後
4

時

場
所
=
区
役
所
1
階
区
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー

※
児
童
手
当
以
外
の
手

当
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん

申

。
問

先
=
▽
児
竜
手
当
…
児
童
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

▽
児
童
育
成
手
当
…
ひ
と
り
親
家
庭

支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

呼
吸
器
教
室

呼
吸
苦
の
あ
る
方
に
対
し
、医
療

講
話
、情
報
交
換
会
、音
楽
療
法
を

し
ま
す
。日
時
=
6
月
3
0
日
出
、

午
後
1
時
～
4
時
場
所
=
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
対
象
=
呼
吸
器
障
害
で

お
悩
み
の
方
と
家
族
、保
健
・
医

療
・
福
祉
従
事
者
内
容
=
医
療
講

話
「呼
吸
に
つ
い
て
」ほ
か
講
師

=
中
島
宏
昭
氏
(
昭
和
大
学
横
浜
市

北
部
病
院
呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
長
)
、中

川
順
f
氏
(
音
楽
療
法
・
呼
吸
体
操

等
)
定
員
=
5
0
人
程
度
(
先
着

順
)
申
込
=
電
話
費
用
=
無
料

期
限
=
6
月
2
2
日
申
・
問
先
=
東

部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
係
　
　
　

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0
　
　
　
(
F
A
X
)

(
5
6
8
2
)
5
6
6
5

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業

係

　
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

(
F
A
X
)
(
3
8
5
7
)
5
6
2
6

ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
ご
ろ
も

(
民
設
)
入
居
者
募
集

施
設
=
ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
ご
ろ
も
(
西

新
#
5
1
3
4
1
1

個
室
…
即
入
居

可
)
対
象
=
6
0歳
以
上
で
自
炊
が
で

き
な
い
程
度
の
身
体
機
能
の
低
下
な

ど
ま
た
は
高
齢
な
ど
の
た
め
独
立
し

て
生
活
す
る
に
は
不
安
が
認
め
ら

れ
、
家
族
に
よ
る
援
助
を
受
け
る
こ

と
が
困
難
な
方
/
着
替
え
、
入
浴
、

ト
イ
レ
、
洗
濯
、
自
室
の
掃
除
な
ど

が
自
分
で
で
き
る
力
/
使
用
料
の
負

担
能
力
が
あ
る
方
/
保
証
人
を
2
人

立
て
ら
れ
る
方

利
用
料
=
年
収
に

応
じ
て
月
額
約
7
万
8
f
円
～
H
万
5

千
円
(
食
事
と
風
呂
あ
り
、
そ
の

他
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
)

問
先
=

ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
ご
ろ
も

(
5
8
3
7
)
8
9
1
0

あ
だ
ち
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

区
で
は
、
食
事
に
お
困
り
の
高
齢

者
な
ど
の
在
宅
生
活
の
支
援
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
に
よ
る
栄
養
面

か
ら
の
食
生
活
向
上
を
め
ざ
し
、健

康
の
維
持
・
増
進
を
図
る
た
め
、
1
2

年
8
月
か
ら
「
あ
だ
ち
配
食
サ
ー
ビ

ス
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
ー

ビ
ス
は
、
福
祉
に
深
い
理
解
と
熱
意

を
持
っ
た
事
業
者
が
「
あ
だ
ち
配
食

サ
ー
ビ
ス
協
力
店
」
と
し
て
、
各
事

業
者
の
創
意
・
工
夫
に
よ
り
、
真
心

の
こ
も
っ
た
食
事
を
自
宅
ま
で
お
届

け
し
ま
す
。
高
齢
者
以
外
の
方
も
利

用
で
き
ま
す
。

問
先
=
高
齢
計
画

課
計
両
推
進
係(

3
8
8
0
)
5
2
6
4

ま
た
は
、
お
近
く
の
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
教
室

障
害
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
の
た
め

の
体
験
教
室
で
す
。

日
時
=
6
月
1
8

日
顔
・
扣一
日
閃
書
2
5凵
㈲
・
2
6日

㈹
・
2
7日
相
・
2
9日
吻
、
午
前
9
時
3
0

分
～
正
午
ま
た
は
午
後
1
時
～
3

時
3
0分
の
ど
ち
ら
か

内
容
=
障
害

を
お
持
ち
の
方
と
散
歩
/
ゲ
ー
ム
/

軽
作
業
/
公
園
清
掃
/
紙
す
き
/
嶷

物
マ
ッ
ト
の
仕
h
げ
な
ど

定
目
=

各
日
2
～
3
人

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
9
東
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー(

5
6
8
2
)
5
3
7
0

障
害
別
福
祉
相
談

障
害
に
か
か
わ
る
生
活
経
験
を
持

ち
、
区
か
ら
委
託
を
受
け
た
相
談
員

が
障
害
の
あ
る
方
の
生
活
上
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
の
相
談
を
受
け
ま

す
。
相
談
日
等
=
表
2

表2　6 月の障害別福祉相談実施日

在宅介護支援センター　6 月の家族介護者教室

6
月
の
7
5

歳
以

上

無

料

マ

ッ
サ

ー
ジ

▽
6

月
1
2

日

㈹

・
2
6
日

脚

…
在

宅

介

硬
支

援

セ

ン

タ

ー
千

住

西

(
5
2
4
4
)
-
0
2
4
8

▽
6

月
8

日
倒

・
2
2
日

窗

…
竹

の

塚

障
害
福

祉
館

靠
士
含

蜃

手

証
|

輜
耆
癇

(
3
8
8
3
)
6
1
7
1

足立 の

今
昔
(

1
)

移
動
図
書
館

「区
民
の
皆
様
、こ
ち
ら
は
移
動
図

書
館
き
ぼ
う
号
で
ご
ざ
い
ま
す
。本

を
読
み
た
い
方
は
ど
う
ぞ
…
」
と
車

の
屋
根
に
取
り
付
け
ら
れ
た
二
基
の

ス
ピ
ー
カ
ー
が
呼
び
か
け
ま
す
。
こ

れ
は
、
昭
和
2
7
年
に
移
動
図
書
館
と

し
て
区
内
を
巡
回
し
た
「
き
ぼ
う
号
」

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
す
。
ク
リ
ー
ム
色

の
車
体
に
、
真
っ
赤
な
「
き
ぼ
う
」

の
字
を
浮
か
べ
て
走
る
移
動
図
書
館

の
姿
が
凵
を
ひ
き
ま
し
た
。

当
時
、区
立
図
書
館
は
2
ヵ
所
(
千

住
・
梅
島
)
し
か
な
く
、
利
用
し
に

く
い
K
民
の
た
め
に
導
入
さ
れ
た
も

の
で
す
。
週
一
回
区
内
を
巡
回
し
て

い
ま
し
た
。
や
が
て
、
地
域
図
書
館

の
整
備
が
進
む
と
と
も
に
そ
の
役
目

を
終
え
、
昭
和
6
2年
度
で
廃
止
と
な

り
ま
し
た
。

現
在
区
内
に
は
、
中
央
図
書
館
を

は
じ
め
1
6の
図
書
館
が
あ
り
ま
す
。

蔵
書
数
は
1
5
3万冊
(
1
3年
4
月
末
現

在
)
、C
D
や
ビ
デ
オ
の
貸
し
出
し
も

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
蔵
書
等

は
、
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て

簡
単
に
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
(
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
検

索
で
き
ま
す
)
。
ま
た
、図
書
な
ど
の

貸
し
出
し
だ
け
で
な
く
、
乳
幼
児
や

小
学
生
低
学
年
ま
で
を
対
象
と
し
た

「
お
は
な
し
会
」、映
画
会
や
朗
読
会

な
ど
の
催
し
を
開
い
た
り
、
本
探
し

の
手
助
け
と
な
る

「
子
ど
も
の
本
の

宝
箱
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
は
時
代
と
と

も
に
変
化
し
て
い
ま
す
。《

広
報
課
》

▲ 移動図書館きぼう号



2001年( 平成13年) 5 月25日 あ だ ち 広 報 第1305 号( 3)

ち
ょ
っ
と
肝
臓
が

気
に
な
っ
て
い
る
あ
な
た
へ

「
ア
ル
コ
ー
ル
を

科
学
す
る
(
第
1
回
)
」

日
時
=
6
月
7
日
困
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時

内
容
=

「
ア
ル
コ
ー
ル

つ
て
何
?
・
」
お
酒
を
知
り
上
手
に
付

き
合
ケ
術

講
師
=
後
藤
恵
氏
(
成

増
厚
生
病
院
医
師
)

対
象
=
本
人

お
よ
び
家
族

持
ち
物
=
健
診
結
果

(最
新
の
も
の
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く

だ
さ
い
)

定
員
=
3
0
人
(
先
着

順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ

ン
タ
1
豐
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

ア
ル
コ
ー
ル
学
習
会

家
族
の
お
酒
の
問
題
で
困
っ
て
い

る
方
は
、
こ
の
機
会
に
専
門
医
の
話

を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
6

月
1
4日
用

、
午
後
2
時
3
0分
～
4

時
3
0
分

講
師
=

北
島
潤
一
郎
氏

(東
京
足
立
病
院
医
師
)

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千

住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気
、
わ
た
し
も
元
気

パ
ネ
ル
展
示
や
体
重
・
身
長
・
血

圧
等
の
計
測
、
健
康
相
談
を
行
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
自
分
の
健
康
づ

く
り
を
学
び
、
生
活
環
境
を
見
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
=
表
3

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

表3　 住区健康フェスティバル6 月の日程

乳
が
ん
手
術
後
間
も
な
い

方
の
交
流
会

術
後
は
不
安
が
い
っ
ぱ
い
で
落
ち

込
み
が
ち
で
す
。
同
じ
体
験
者
同
士

で
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。
術
後
の
期

間
は
問
い
ま
せ
ん
。

日
時
=
6
月
2
1

日
困
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0

分

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
1

千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

高
脂
血
症
予
防
教
室

(
2
日
制
)

日
時
=
6
月
H
日
㈲
・
1
8
日
側
、
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
内
容
=

高
脂
血
症
と
は
/
あ
な
た
の
食
事
大

丈
夫
?
/

手
軽
に
で
き
る
運
動
/
歯

周
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ

ン
タ
1
啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

食
と
健
康
教
室

□

「
食
物
セ
ン
イ
を
た
っ
ぷ
り
と
る

方
法

」
(
2
日
制
)

日
時
=
6
月
H
日
圓
・
2
2
日
圉
、午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
内
容
=

上
手
に
食
物
セ
ン
イ
を
と
る
に
は
何

を
ど
れ
だ
け
食
べ
れ
ば
い
い
の
/

気

軽
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

定

員
=
3
0
人
(

先
着
順
)

費
用
=

無

料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保

健
栄
養

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
″
`
X
y

□
更
年
期
と
食
生
活
(
2

日
制
)

日
時
1
6

月
1
9
日
㈹
・
9
月
H

日

収

、
午
後
1

時
3
0
分
～
3

時
3
0
分

対
象
=

更
年
期
の
女
性

内
容
=

食

事
療
法
と
試
食

、
自
己
チ
ェ
ッ
ク
ア

ン
ケ
ー
ト
ほ
か

定
員
=
2
5
人
(
先

着
順
)

費
用
=

無
料

申
込
=

電

話

場
・
申
・
問
先
=

千
住
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養

啻
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

□

「
今
か
ら
始
め
る
健
康
な
骨
を
保

つ
食
事
」
(
2
日
制
)

日
時
=
6
月
1
3
日
伽
・
2
0
日
㈲
、午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
内
容
=

▽
1
日
目
・
:骨
と
筋
肉
を
丈
夫
に
す

る
食
事
・
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
ク
ッ

キ
ン
グ
法

▽
2
日
目
…
無
理
な
く

気
長
に
で
き
る
運
動

費
用
=
無
料

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

精
神
家
族
教
室

「
病
気
の
理
解
と
家
族
の
役
割
」

精
神
障
害
者
の
家
族
の
た
め
の
教

室
で
す
。
日
程
等
―
▽
6
月
6
日

収
…
病
気
の
理
解
と
家
族
の
役
割
　

(
安
藤
晴
延
氏
・
東
京
足
立
病
院
医

師
)
▽
6
月
1
1
日
㈲
…
家
族
会
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
時
間
=
午
後
2

時
～
4
時
定
員
=
5
0
人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー

啻
(
3
8
5
5
)
4
1
5
″
D

食
品
講
座

食
品
に
か
か
わ
る
化
学
物
質
の
最

新
情
報
を
、
食
品
衛
生
監
視
員
が
お

話
し
ま
す
。
日
時
=
6
月
1
3
日
南
・

1
4
日
困
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0分

場
所
=
千
住
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー

対
象
=
区
内
在
住
・

在
勤

定
員
=
4
0
人
(
先
着
順
)
申

込
=
電
話

申
・
問
先
=
足
立
保
健

所
食
品
保
健
係

日
(
3
8
8
0
)
5
3
6

り
I

看
護
婦
・
士

(
パ
ー
ト
職
員
)
募
集

対
象
=
5
0歳
ま
で
の
有
資
格
者

内

容
=
健
康
診
断
、
相
談
事
業
な
ど

採
用
方
法
―
面
接

定
員
―
若
干
名

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
中
央
本

町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健

係

豐
(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。
胃
の
検
診
で
は
、

血
液
に
よ
る
検
査
(
血
清
ペ
プ
シ
ノ

ゲ
ン
法
)
と
X
線
撮
影
の
い
ず
れ
か

を
選
べ
ま
す
。
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
は

少
量
の
採
血
で
す
み
、
妊
娠
中
ま
た

は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
方
、
バ
リ

ウ
ム
の
服
用
が
苦
手
な
方
で
も
気
軽

に
受
診
で
き
ま
す
。
日
程
等
=
表

4
対
象
-
3
5
歳
以
上
の
区
民
※

胃
を
切
除
し
た
方
、
胃
の
病
気
で
治

療
中
の
方
は
除
く
。
妊
娠
中
の
方
は

ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
の
み
可
内
容
=

①
血
液
検
査
に
よ
る
胃
が
ん
検
診
と

検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診
②
X

線
撮
影
に
よ
る
胃
が
ん
検
診
と
検
便

に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診
定
員
=
5
5
～

6
0人

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、生

年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
胃
が
ん
検
診
名
(
表
4
の
①
血

液
検
査
②
X
線
撮
影
の
い
ず
れ
か
一

方
を
選
択
)
、検
診
日
、
受
診
場
所
を

第
3
希
望
ま
で
明
記
。
後
日
、
受
診

票
と
案
内
を
送
付

期
限
=
受
診
希

望
月
の
前
月
1
5日
必
着
。
受
診
票
の

送
付
は
前
月
末
日
(
7
月
を
希
望
す

る
場
合
、
6
月
1
5日
必
着
、
受
診
票

の
送
付
は
6
月
末
日
)

※
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
、
受
診
日
が
翌
々

月
に
な
っ
た
り
、
受
診
場
所
が
ほ
か

の
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

申
・
問
先
=
中
央

本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
診
療
放
射

線

〒
1
2
0
・
0
0
1
1

中
央
本
町
1
1
5
1
9

り
啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
7

6 月の献血

表4　 消化器がん検診日程
( 1)血液検査+ 検便

※ のセンタ一は午後、それ以外は午前に実施( j 4
月25日号掲載の①血液検査十検便の江北
呆健総合センタ一8 月の日程は7 日の誤り)
です。訂正しておわびします。

( 2) X線撮影+ 検便

健康カレンダー　6 月の予定



2001 年( 平 成13 年) 5 月25 日 あ だ ち 広 報 第1305 号 ( 4)( 5)

男女共同参画社会をめざして
～女性も男性も、互いに尊重し合い、自分らしく生きられるまち足立を創ろう～

区では、平成2 年3 月に足立区女性会議からの答申を受けて第二次女
生行動計画を策定し( 平成8 年3 月改訂) 、「男女共生社会の実現」を・

ゐざしてきました。この間、男女共同参画社会基本法や東京都男女平等
眇画基本条例が制定されるなど、内外の動きは大きく 変化しています。

このような動向を踏まえ、男女共同参画推進会議からの答申をもとに、g

では「足立区男女共同参画計画」の策定を進めています。

女
性
問
題
に
関
す
る
お
問
い
今

わ
せ
は
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
へ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

「
足
立
区
男
女
共
同
参
画
計
画
」の
策
定
に
向
け
て

男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
か
ら
答
申

1
3年
3
月
2
7日
に
「
足
立
区
男
女

共
同
参
画
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
基

本
的
考
え
方
」
に
つ
い
て
、
足
立
区

男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
(
荒
井
智

恵
子
会
長
)
か
ら
区
長
へ
答
申
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

答
申
の
基
本
的
な
考
え
方

「
男
女
共
生
」
か
ら

「
男
女
共
同
参
画
」
へ

す
べ
て
の
区
民
が
個
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
平
等
に

参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

実
効
性
の
あ
る
計
画
に
向
け
て

1
3
～
1
9
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る

計
画
を
策
定
し
、
重
点
事
業
を
優
先

的
に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
区
民
参

画
に
よ
る
「(
仮
称
)
男
女
共
同
参
画

推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、
事
業
の

点
検
・
評
価
を
行
い
ま
す
。

条
例
の
制
定
と

計
画
の
効
果
的
な
推
進

「(仮
称
)
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
」
を
制
定
し
、
計
画
を
総
合
的
・

効
果
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の

男
女
の
共
同
参
画

一
審
議
会
等
へ
の
女
性
委
員
の
参
画

を
促
進

・
家
庭
で
の
固
定
的
役
割
分
業
を
払

拭
で
き
る
情
報
の
提
供

一
働
く
男
性
の
地
域
参
画
と
女
性
リ

ー
ダ
ー
の
参
両
を
促
進

一
税
制
、
社
会
制
度
改
革
を
要
望

し
、
意
識
変
革
を
推
進

多
様
な
選
択
を
可
能
に
す
る

教
育
・
学
習

一
男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
の
学

校
教
育
・
社
会
教
育
を
推
進

一
学
校
教
育
に
お
け
る
男
女
平
等
の

推
進
と
混
合
名
簿
の
促
進

一
多
様
な
選
択
を
可
能
に
す
る
教

育
・
学
習
機
会
の
充
実

働
く
権
利
と

家
庭
生
活
等
と
の
両
立
支
援

就
労
形
態
の
多
様
化
に
伴
う
低
賃

金
化
や
労
働
条
件
悪
化
を
防
止
し
、

男
女
間
の
賃
金
格
差
の
是
正
・
改
善

を
図
る
よ
う
に
働
き
か
け
ま
す
。

一
労
働
の
場
に
お
け
る
男
女
均
等
な

雇
用
機
会
確
保
の
た
め
の
条
件
を
整

備ゆ
パ
ー
ト
労
働
等
の
雇
用
条
件
改
善

の
た
め
の
条
件
整
備

一
自
営
・
中
小
企
業
・
起
業
等
に
お

け
る
女
性
労
働
者
の
雇
用
条
件
改
善

の
た
め
の
調
査
・
情
報
提
供
を
推
進

一
女
性
の
健
康
管
理
体
制
の
充
実
と

検
診
受
診
の
奨
励

一
女
性
の
能
力
活
用
、
能
力
開
発
の

た
め
の
情
報
提
供
を
推
進

職
業
生
活
と

地
域
・
家
庭
生
活
の
両
立
支
援

子
育
て
支
援
や
介
護
制
度
の
充
実

を
進
め
、
こ
れ
ら
の
情
報
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

一
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

一
学
童
保
育
室
、
児
童
館
等
の
充
実

一
子
育
て
に
対
す
る
相
談
支
援
体
制

の
充
実
と
子
ど
も
の
虐
待
防
止
策
を

推
進

・
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
社
会
的
支
援

策
を
推
進

一
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
導
入

ゆ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
N
P
O

活
動
促

進
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
の

充
実

一
高
齢
者
・
障
害
者
の
豊
か
で
自
立

し
た
生
活
の
支
援
策
を
展
開

女
性
へ
の
暴
力
の
な
い

社
会
を
め
ざ
し
て

人
権
侵
害
を
根
絶
し
、
女
性
が
危

険
に
さ
ら
さ
れ
ず
、
健
康
で
安
全
に

生
き
ら
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

一
法
律
の
早
急
な
施
行
や
対
応
機
関

一
回
I
1
■
I
r
l
一一
1
1
1

-
『
i

一
暴
力
に
対
す
る
意
識
啓
発
の
推
進

一
女
性
の
健
康
の
確
保
と
子
ど
も
へ

の
虐
待
を
防
止

一
相
談
体
制
の
充
実
と
連
携
を
強
化

一
性
の
商
品
化
と
メ
デ
ィ
ア
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
点
検
と
是
正
を
提
言

計
画
推
進
体
制
の
整
備
・
強
化

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
へ
の

姿
勢
を
広
く
区
民
に
宣
言
し
、
。区
自

ら
と
区
民
の
意
識
高
揚
を
図
る
た
め

条
例
を
制
定
し
ま
す
。

一
区
民
参
加
に
よ
る
施
策
・
事
業
の

点
検
、
評
価
(
区
民
参
画
に
よ
る
協

議
会
を
設
置
)

荒
井
会
長
か
ら
区
長
へ
答
申
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た

足
立
区
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議

会
長
　
荒
井
智
　恵
子

多
く
の
方
々
の
男
女
共
同
参
画
朴

会
へ
寄
せ
ら
れ
る
熱
い
思
い
に
拾

し
、
最
も
充
実
し
た
貴
重
な
時
間
を

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
足
立
K
が
2
1

世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
「
男
女
共
同

参
画
計
画
」
を
速
や
か
に
策
定
す
る

よ
う
に
提
言
す
る
と
と
も
に
、
策
定

後
は
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を

図
る
よ
う
強
く
希
留
し
ま
す
。

副
会
長

山
本
祥
一

審
議
会
活
動
に
か
か
わ
る
中
で
、

こ
れ
ま
で
の
自
分
の
生
き
力
や
働
き

方
、
夫
婦
の
か
か
わ
り
方
を
見
直

一
『
一
・
I
I・
一

『
I■
-

た
。
ま
だ
ま
だ
聞
き
慣
れ
な
い
男
女

共
同
参
画
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
と
ら
え
て
、
わ
か
り
や
す
い
言

葉
で
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
答
申
に

携
っ
た
私
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

第
1
8期
あ
だ
ち
女
性
大
学

～
新
し
い
価
値
を

創
る
の
は
女
性
た
ち
～

日
程
等
=
表
1

場
所
=
エ
ル
ー
ソ

フ
ィ
ア

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
女
性
(
以
前
に
受
講
し
た

方
も
可
)

定
員
=
4
0
人
(
抽
選
)

費
用
n
‥無
料
(
施
設
見
学
の
際
の
交

通
費
は
実
費
)

申
込
=
往
復
ハ
ガ

キ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
、参
加
の
動
機
、
「
あ
だ
ち
女

性
大
学
」を
明
記

※
保
育
(
2
歳
以

上
学
齢
前
)
を
希
望
す
る
方
は
、お
子

さ
ん
の
名

則
、性
別
、生
年
月
日
も
明

記
(
定
員
1
5人
。
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
)

期
限
=
6

月
8
日
消
印

有
効

申
・
問
先
=
女
性
総
合
セ
ン

タ
ー

〒
S
・
0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
1
1

　
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

□
あ
だ
ち
女
性
大
学
区
民
運
営
ス
タ

ッ
フ
募
集

女
性
大
学
を
受
講
し
な
が
ら
、運

営
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。あ
な
た
の
力
を
区
民
女
性
の
学

習
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。対

象
―
既
に
あ
だ
ち
女
性
大
学
や
実
践

講
座
を
修
了
し
た
方
で
、表
―
の
テ

ー
マ
①
～
⑤
の
い
ず
れ
か
の
講
座
を

受
講
で
き
る
方
(
複
数
も
可
)
定
昌

=
各
テ
ー
マ
2
～
3
人
程
度
申
込

=
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年

齢
、職
業
、電
話
番
号
、応
募
の
理

由
(
沺
字
程
度
)
、
「あ
だ
ち
女
性
大

学
ほ
民
ス
タ
ッ
フ
」
、参
加
希
望
の
テ

ー
マ
(
①
～
⑤
)
を
明
記
期
限
1

6
月
1
日
必
着

申
・
問
先
―
女
性

総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
―

□
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表1　 あだち女 性大学 日程

※ いずれも火曜日、時間は午前10時～正午( 9/ 11を除く)

講
演
会
「
男
女
共
同
参
画
社
会

つ
く
る
の
は
私
た
ち
」

日
時
=
6
月
9
日
出
、乍
後
2
時
～

3
時
匐
分

講
師
=
鹿
嶋
敬
氏
(
日

本
経
済
新
聞
社
論
説
委
員
)

費
用
=

無
料

申
込
―
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

足
立
入
谷
小
学
校
が
開
校
し
ま
し
た

4
月
1
日
に
。
区
で
五
番
目
の
統

合
新
校
「
足
立
入
谷
小
学
校
」
が
開

校
し
ま
し
た
。
足
立
入
谷
小
学
校
は
3

月
3
1日
に
閉
校
に
な
っ
た
旧
入
谷

小
学
校
、
旧
入
谷
南
小
学
校
が
統
合

し
て
開
校
し
た
小
学
校
で
す
。1
2年

度
中
に
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
へ
の
改

修
、
図
書
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行

い
、
新
校
の
児
童
が
毎
日
な
か
よ
く

学
校
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
教
育
環

境
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

問
先
=

適
正
配
置

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

み
ん
な
と
仲
良
く

楽
し
い
学
校

光化学スモッグ
二酸化硫黄
にご注意ください

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
し
や
す

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
は
。
自
動
車
、
工
場
、
ビ
ル

な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
た
窒
素
酸
化
物

や
炭
化
水
素
が
、
日
光
の
紫
外
線
に

よ
っ
て
化
学
反
応
を
起
こ
し
生
成
す

る
物
質
で
す
。
オ
ゾ
ン
が
主
成
分

で
、
目
や
の
ど
を
刺
激
し
た
り
、
植

物
に
も
被
害
を
与
え
ま
す
。

ま
た
、
三
宅
島
の
噴
煙
が
気
象
条

件
に
よ
り
区
内
に
到
達
し
、
二
酸
化

硫
黄
な
ど
の
火
山
性
ガ
ス
濃
度
が
上

昇
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
ま
た
は
二
酸
化

硫
黄
の
注
意
報
・
警
報
な
ど
が
出
た

と
き
は
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
外
出
は
な
る
べ
く
控
え
る

▽
屋

外
で
の
運
動
は
さ
し
控
え
る

▽
外

か
ら
戻
っ
た
と
き
は
、
目
を
洗
っ
た

り
、
う
が
い
を
す
る

※
ぜ
ん
息
な

ど
の
呼
吸
器
系
の
疾
患
を
持
つ
方

は
、特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、
被
害
を
受
け
た
と
き
は
、
最
寄

り
の
保
健
所
ま
た
は
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

問
先
=
環
境
課
調
査

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

廃
棄
物
の
焼
却
の
規
制
が

き
び
し
く
な
り
ま
し
た

「
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す

る
環
境
に
関
す
る
条
例
」(
旧
東
京

都
公
害
防
止
条
例
)
が
1
3年
4
月
1

日
に
施
行
さ
れ
、
伝
統
的
行
事
な
ど

の
場
合
を
除
く
野
外
焼
却
(
空
き
地

で
の
廃
棄
物
の
焼
却
、
ド
ラ
ム
缶
・

一
斗
缶
な
ど
に
よ
る
焼
却
な
ど
)
お

よ
び
一
定
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
小

規
模
の
廃
棄
物
焼
却
炉
の
使
用
が
禁

止
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
野
外
焼
却
は
「
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で

も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
先
=

環
境
課
ま
た
は
清
掃
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

禁止してい る
焼 却炉の一例

焼 却 炉 の内 経
約79cm 以下

「
き
ら
り
一
票
　
ゆ
め
東
京
」

6
月
24
日
( 日)

東
京
都
議
会
議
員
選
挙

投
票
時
間
　
午
前
7
時
～
午
後
8
時

捏

蔡

で

き
る

屶
=

坎

の

榮

吽

す

べ
て

に

詼

嶌

す

る

が
・
・
・
①
H

夲

閨

昃

で

尓

齡

堝

纎

祺
(

陌

扣
5
6
挈
6

刋
2
5

叭

韵

に

炮

ま

れ
た

屶
)

②

甼

戍
1
3
壓
3
n
1
4

ま

で

に

俎
霆
K

に

耘

Å

屆

を

渣

ま
せ

、1

き

絖

き

乕

哇

□

勸

旁
褞

號

僉

綰

・
賣

タ

箒

セ
ン

タ
ー

で

も
丕

徃

奢

揆
聚

が

で

き

ま
す

夸

网
の

遘

亊

か

ら
、

匯

沒

浙
、

甼

倥

疔

舍
、

敘

肓

谺

窕

隋

の

ほ

か

に
、

勣
劈

擶

沚

衾

餡

・

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
も
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
(
表
2
)
。

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

表2　 不在者投票受付一覧

※ 動労福祉会館および青少年センターは、駐車場がありませ
んので車での来所はご遠慮願います
※ いずれも受付時関は、午前8時匐分～午後8時

元
気
な
店
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

あ
な
た
の
お
店
に
同
い
ま
す

今
年
も
、
足
立
区
登
録
の

つ
兀
気

な
店
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
商

店
街
の
中
に
あ
る
側
々
の
お
店
に
派

遮
し
ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
。
お

店
の
経
営
改
善
・
販
売
促
進
・
広
告

宣
伝
・
資
金
繰
り
・
店
内
レ
イ
ア
ウ

ト

ー
品
ぞ
ろ
え
等
の
プ
ロ
で
あ
る
中

小
企
業
診
断
士
や
商
業
施
設
士
で

す
。
経
営
者
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
抱

え
て
い
る
悩
み
や
疑
問
点
に
つ
い
て

相
談
に
の
り
、
お
店
の
経
営
診
断
等

改
善
策
を
練
っ
て
い
き
ま
す
。

対

象
=
商
店
街
の
中
に
あ
る
個
々
の
お

店
で
従
業
員
が
5
人
以
下
の
小
売

業
・
飲
食
業
(
酒
場
等
は
除
く
)
・

サ
ー
ビ
ス
業
(
理
容
・
美
容
業
・
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
業
等
)

派
遣
予
定
店

舗
数
=
5

店
舗
(
応
募
者
の
中
か
ら

審
査
の
う
え
決
定
)

派
遣
期
間
・

回
数
a
7

月
か
ら
9
月
中
に
最
低
3

回

費
用
―
無
料

申
込
1
6

月
2
9

日
ま
で
に
足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ

ー
ヘ
電
話

問
先
り
商
業
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
5

ま
た
は
足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー

(
5
2
4
4
)
7
3
1
3

都
市
計
画
を
縦
覧
し
て
い
ま
す

都
と
区
で
は
、
次
の
都
市
計
画
の

変
更
を
行
い
ま
し
た
。

東
京
都
市
計
画
市
街
化
区
域
お
よ

び
市
街
化
調
整
区
域
の
変
更
【
市
街

化
K
域
お
よ
び
市
街
化
調
整
K
域
の

整
備
。
開
発
ま
た
は
保
全
の
方
針
の

変
更
】(
壅
尽
都
決
定
)

i
-

■
I『■

。

■

(車
両
基
地
)
に
関
連
す
る
都
市
計

画
の
変
更
‘・・
▽
束
京
都
市
計
画
都
市

高
速
鉄
道
日
暮
璽
・
舎
人
線
の
変
更

(東
京
都
決
定
)

▽
東
京
都
市
計

画
道
路
特
殊
街
路
新
交
通
専
用
道
第
2

号
日
暮
里
・
舎
人
線
の
変
更
(
東

京
都
決
定
)

▽
塞
尽
都
巾
計
両
川

途
地
域
の
変
更
(
祟
早
都
決
定
)

▽
東
京
都
市
計
画
高
度
地
区
の
変
更

(足
立
。区
決
定
)

▽
東
京
都
市
計

両
防
火
地
域
お
よ
び
串
防
火
地
域
の

変
更
(
足
立
区
決
定
)

蚕
東
京
都
市
計
画
公
園
の
変
更

▽
足
立
第
2
・
2
・
1
4
3号
舎
人
1
0号

公
圃
の
変
更
(
足
立
区
決
定
)

。
■
I
I

―

■

■―♂一

公
園
の
変
更
(
足
立
区
決
定
)

-

い
ず
れ
も
I

告
示
日
=
5

月
1
5日

縦
覧
・
問
先
=

都
市
計
両
係(

3
8
8
0
)
5
9
3
2

※
東
京
都
決
定
分
は
、
都
・
都
市
計

画
局
総
務
部
で
も
縦
覧
し
て
い
ま
す

暴
走
族
追
放
強
化
期
間

例
年
、6
月
か
ら
8
月
は
、
新
規

グ
ル
ー
プ
の
結
成
や
紐
織
の
再
編
成

を
行
っ
た
暴
走
族
の
活
動
が
括
発
に

な
り
、
道
路
交
通
秩
序
の
み
な
ら

ず
。
周
辺
の
住
民
の
生
活
環
境
に
も

大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
暴
走
族
に
よ
る
不
法

行
為
を
未
然
に
防
ぎ
、
青
少
年
の
健

全
育
成
と
併
せ
て
、
。一
輪
瞋
等
の
交

通
事
故
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
6
月
1
日
か
ら
匐
日
ま
で
を

「
東
{只
都
暴
走
族
追
放
強
化
期
間
}

と
し
、
関
係
機
関
が
協
力
し
て
そ
の

追
放
に
努
め
ま
す
。
璽
点
目
標
は
、

①
暴
走
族
追
放
気
運
の
高
楊

②
若
者
の
交
通
安
全
意
識
の
向
h

③
暴
走
族
お
よ
び
車
両
の
不
法
改
造

業
者
の
指
導
・
取
り
締
ま
り
の
強
化

④
青
少
年
の
非
行
防
止
活
動
の
推
進

で
す
。

皆
さ
ん
も
「
暴
走
行
為
の
追
放

は
、
ま
ず
家
庭
か
ら
・
そ
し
て
地
域

か
ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
交
通
安
全
対
策
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

千
住
警
察
署

(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井
警
察
署(

3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
警
察
署

(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

竹
の
塚
警
察
署(

3
8
5
0
)
0
1
1
0

6 月1 日は

人 権擁護委員 の日

人
権
擁
護
委
貝
法
が

施
行
さ
れ
た
の
は
昭
和
2
4

年
6
月
1
日
。
そ
こ

で
、
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、6
月
1

日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
凵
」
と
定
め
、
こ

の
日
を
中
心
と
し
て
、

皆
さ
ん
と
と
も
に

。層

の
人
権
思
想
の
啓
兇
に

努
め
て
い
ま
す
。
区
内
に
は
、1
2人

の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
(
表
3
)

。人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
問

先
=
広
聴
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

表3　 人権擁護委員名簿

※ 印は「子どもの人権専門委員」です
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催

し

物

ガ

イ
ド

消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
催
し

□
足
立
区
消
費
者
通
信
大
学
「
暮
ら

し
っ
く
ス
ク
ー
ル
」

消
費
生
活
の
問
題
を
自
ら
学
ぶ
通

信
制
の
講
座
で
す
(
ス
ク
ー
リ
ン
グ

も
あ
り
)
。提
出
レ
ポ
ー
ト
に
は
講
師

が
講
評
を
し
ま
す
。

日
程
等
=
表
I

定
員
=
7
0
人
(
先
着
順
)

□
消
費
者
講
座
「
ク
ス
リ
と
の
上
手

な
つ
き
あ
い
方
/
化
粧
品
の
規
制
緩

和
と
か
し
こ
い
消
費
者
」

薬
の
正
し
い
使
い
方
の
ほ
か
、
化

粧
品
の
成
分
を
見
分
け
る
簡
単
な
知

識
を
身
に
つ
け
ま
す
。
日
時
=
6

月
1
9
日
㈹
、
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

3
0分

定
員
=
7
0人
(
先
着
順
)

□
圧
力
な
べ
を
使
っ
た
み
そ
づ
く
り

日
時
=
6
月
2
1日
困
・
2
2日
脚
、
午

後
2
時
～
4
時

定
員
=
両
日
と
も
3
0

人
(
先
着
順
)

-

い
ず
れ
も
I

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方

場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

費

用
=
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問

先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

日
(
3
8
8
0
)
5
3
8
1
f
)

表1　 消費者通信大学スクーリング日程

※ いずれも時間は、午後6時30分～8聘30分
※ スクーリングは、エル・ソフィアで行います

あ
だ
ち
再
生
館
特
別
企
画

「
ゆ
か
た
フ
ェ
ア
」

□
展
示
販
売

ゆ
か
た
・
単
(
ひ
と
え
)
の
着
物

を
お
預
り
し
て
販
売
し
ま
す
。

受

付
・
展
示
期
間
=
6
月
5
日
～
1
5日

出
品
で
き
る
方
=
区
内
在
住
・
在
勤

の
方

※
身
分
を
証
明
す
る
物
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
(
シ
ョ
ッ
プ
登
録

証
可
)

出
品
で
き
る
物
=
ゆ
か

た
・
単
の
着
物
・
帯
・
小
物
(
い
ず

れ
も
新
品
ま
た
は
新
品
同
様
の
物
)

販
売
金
額
=
5
千
円
以
内

□
無
料
ゆ
か
た
着
付
け
教
室

日
時
=
6
月
1
0
日
脚
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
※
着
付
け
用
の
ゆ

か
た
、
帯
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

定
員
=
3
0人
(
抽
選
)

費
用
=
無

料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、「
着
付
け
教
室
」

を
明
記

期
限
=
6
月
2
日
必
着

-

い
ず
れ
も
I

場
・
申
・
問
先
=

あ
だ
ち
再
生
館

(月
曜
休
館
)

〒
1
2
0・0
0
1
1

中
央
本
町
2
-
9
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

郷
土
博
物
館

無
料
公
開
日
の
映
画
会

第
二
土
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
映

画
を
上
映
し
ま
す
。

日
時
=
6
月
9

日
田
、
午
前
1
1時

内
容
=

「
二

ッ
ポ
ン
近
代
文
化
遺
産
の
旅
」
(
6
2

分
)
…
各
地
に
残
る
近
代
建
築
と
そ

の
日
本
の
近
代
化
に
果
た
し
た
役
割

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
=

郷
土
博
物
館

日
(
3
6
2
0
)
9
3
9

癶
j

塩
原
自
然
体
験
短
期
留
学
生

募
集
(
小
学
生
対
象
)

期
間
=
8
月
2
日
～
6
日
(
4
泊
5

日
)
対
象
=
区
内
小
学
生
3
～
5

年
生

内
容
=
町
内
名
所
旧
跡
め
ぐ

り
、
上
塩
原
小
1
日
体
験
入
学
、
キ

ャ
ン
プ
、
も
み
じ
谷
大
吊
橋
見
学
な

ど

※
往
復
は
町
有
バ
ス
に
よ
る
送

迎
、
宿
泊
は
農
家
な
ど
に
分
か
れ
て

宿
泊

定
員
=
3
5人
程
度
(
抽
選
)

費
用
=
約
2
万
円

申
込
=
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
学
校
名
、

学
年
、
保
護
者
氏
名
、
電
話
番
号
。

「
自
然
体
験
留
学
希
望
」
を
明
記

期
限
=
6
月
2
0日

申
先
=
上
塩
原

小
学
校
山
村
留
学
協
力
会

〒
3
2
9
・

2
9
2
3

栃
木
県
那
須
郡
塩
原
町
大

字
上
塩
原
5
8
-
3

豐
0
2
8
7
(
3
2
)
2
9
0
Q
V

問
先
=
学
務
課
校
外
施
設
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
7
0

ま
た
は
塩
原
町
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課豐

0
2
8
7
(
3
2
)
3
8
1
4

青
少
年
の
た
め
の

上
級
救
命
講
習
会

～
守
ろ
う
!
い
の
ち
～

日
時
=
6
月
3
0日
倒
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時

対
象
=
1
6
歳
以
上
の
方

(応
募
多
数
の
場
合
、
1
6歳
以
上
2
9

歳
以
下
の
方
を
優
先
)

定
員
=
3
0

人
(
抽
選
)

費
用
=
教
材
費
2
千

円

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
普
通
・

上
級
救
命
講
習
会
認
定
証
の
有
無
を

明
記

期
限
1
6

月
2
0
日
必
着

場
・
申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
4
1

西
新
#
I
-
4
-
1
7

啻
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

あ
だ
ち
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

参
加
者
・
団
体
募
集

あ
だ
ち
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(
9
月
2
3日
)
の
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
で

は
、
地
域
の
お
母
さ
ん
や
子
ど
も
た

ち
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
紙
芝
居
、

影
絵
、
人
形
劇
な
ど
を
上
演
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
文
化
に
関
心
の
あ
る

方
、
出
演
を
希
望
す
る
方
は
一
緒
に

実
行
委
員
に
な
っ
て
、
ミ
ニ
シ
ア
タ

ー
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

申

込
=
電
話

申
・
問
先
=
西
部
児
童

館

日
(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

第
3
0回
タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン

全
国
大
会
兼
第
4
回
バ
リ
ア
フ

リ
ー
タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

日
時
=
9
月
1
5日

、
午
前
8
時
～

午
後
2
時
ご
ろ

場
所
=
荒
川
河
川

敷
(
虹
の
広
場
)

内
容
=
大
会
当

日
の
給
水
所
係
員
、
走
路
員
な
ど
の

大
会
運
営
ス
タ
ッ
フ

申
込
=
電
話

期
限
=
7
月
1
9日

申
・
問
先
=
体

育
振
興
担
当
課

啻
(
3
8
5
9
)
3
4
2
2

ま
た
は
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　

豐
(
3
8
5
9
)
8
2
1
1

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
5
月
2
8日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

図
書
館
臨
時
休
館

□
特
別
整
理
期
間

▽
佐
野
・
保
塚
・
新
田
図
書
館
・
:
6

月
2
日
～
1
0日

▽
宮
城
図
書
館
・
:
6
月
5
日
～
1
3
日

▽
江
北
・
梅
田
図
書
館
・
:
6
月
9
日
～

1
7日

▽
伊
興
図
書
館
・
:
6
月
1
0
日
～
1
8
日

▽
常
東
図
書
館
・
:
6
月
1
2
日
～
2
0
日

▽
中
央
図
書
館
…
6
月
2
5
日
～
7
月

▽
や
よ
い
・
鹿
浜
図
書
館
・
:
6
月
3
0

日
～
7
月
8
日

□
そ
の
他
臨
時
休
館

▽
竹
の
塚
・
や
よ
い
・
鹿
浜
・
中
m
(

図
書
館
・
:
6
月
1
1日
㈲

▽
東
和
図
書
館
・
:
6
月
1
6日
倒

▽
舎
人
・
花
畑
・
興
本
図
書
館
・
:
6

月
找一
日
㈲

問
先
=
中
央
図
書
館

昔
(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

お
休
み
し
ま
す

6
月
9
日
(土
)

庁
舎
ホ
ー
ル
・
駐
車
場
・

展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
等

6
月
9
日
出
は
、
衛
生
害
虫
駆
除

の
た
め
、
区
役
所
全
館
を
閉
館
し
ま

す
。
当
日
は
、
庁
舎
ホ
ー
ル
・
区
民

ロ
ビ
ー
・
駐
車
場
・
展
望
レ
ス
ト
ラ

ン
も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
展
望

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
毎
月
第
2
土
・
日

曜
日
は
定
休
日
の
た
め
、
1
0日
向
も

休
み
で
す

問
先
=
庁
舎
管
理
課

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
2
4

掲
示
板

□
隅
田
川
流
域
連
絡
会
委
員
募
集

対
象
=
①
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
/
②
隅
田
川
に
関
し
て
活
動
し

て
い
る
団
体
の
代
表
者

任
期
=
9

月
か
ら
約
2
年

定
員
=
①
2
人
/

②
全
域
で
1
0団
体

申
込
=
応
募
の

動
機
を
8
0
0字程
度
(
A
4
)

に
ま
と

め
①
は
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

②
は
団
体
概
要
、
代
表
者
名
、
活
動

記
録
を
記
入
し
て
6
月
2
5日
ま
で
に

郵
送

申
・
問
先
=
東
京
都
江
東
治

水
事
務
所
高
潮
工
事
課
「
流
域
連
絡

会
事
務
局
」

〒
1
2
4・0
0
2
3

飾
区
東
新
小
岩
I
-
1
4
-
1
1

g
(
5
6
7
0
)
6
8
7

只
》

□
下
水
道
に
油
を
流
さ
な
い
で
く
だ

さ
い油

を
流
す
と
排
水
管
に
付
着
し
て

流
れ
に
く
く
な
っ
た
り
す
る
ほ
か
、

川
や
海
を
汚
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

家
庭
で
使
っ
た
あ
と
の
油
は
、
油
処

理
パ
ッ
ク
を
使
用
し
て
固
形
化
す
る

か
、
新
聞
紙
な
ど
で
吸
収
し
、
可
燃

ご
み
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

問

先
=
下
水
道
局
北
部
第
二
管
理
事
務

所
業
務
課啻

(
5
6
9
7
)
2
4
5
2

□
薬
草
勉
強
会

日
時
=
6

月
一打
日

、
午
前
8
時
出

発

集
合
=
北
千
住
駅
西
口
千
住
二

丁
目
交
差
点
前

場
所
=
群
馬
県
中

之
条

「
薬
王
園
」
と

「
榛
名
湖
」

定
員
-
5
0
人
(
先
着
順
)

費
用
=

4
千
円
(
1
2
歳
以
下
2
千
円
)

申

込
=
電
話

申
・
問
先
=
足
立
区
薬

剤
師
会

日
(
5
8
1
3
)
8
9
3
`
j

□
足
立
清
掃
工
場
の
排
ガ
ス
中
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果

1
2年
1
2月
の
測
定
結
果
は
I

中

で
規
制
値
8
0ナ
ノ
グ
ラ
ム
を
大
幅
に

下
回
り
ま
し
た
。
1

号
炉
=
O

・
2
8

ナ
ノ
グ
ラ
ム
2

号
炉
=
O

・
2
7

ナ
ノ
グ
ラ
ム

※
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は
1
0

億
分
の
I
グ
ラ
ム

問
先
=
足
立
清

掃
工
場

日
(
3
8
5
9
)
4
4
7
″
`
り

□
竹
の
塚
福
祉
園
(
活
動
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
非
常
勤
職
員
)
募
集

▽
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
:
月
～
金
曜

日
、
午
前
9
時
～
午
後
2
時
3
0
分
　

(
こ
の
時
間
内
で
で
き
る
限
り
で
結

構
で
す
)
▽
非
常
勤
職
員
…
月
～

金
曜
日
、
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
2

時
3
0分
、
時
給
8
0
0円

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
竹
の
塚
福
祉
園

啻
(
5
8
3
1
)
1
7
4
1

□
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
中
央
本
町
」
通
所
者
募
集

利
用
時
間
=
毎
日
、
午
前
1
0
時～
午

後
4
時

対
象
=
介
護
保
険
の
認
定

を
受
け
て
い
る
方

内
容
=
入
浴
、

食
事
、
レ
ク
リ
エ
'
-
-
。シ
ョ
ン
な
ど

※
送
迎
あ
り

問
先
=
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
中
臾
本
町

日
(
3
8
8
6
)
0
0
0

り£

教
育
相
談

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
、
言
葉

が
遅
い
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を

除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

教
育
研
究
所

`
一
に
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室啻

(
3
8
3
8
)
3
5
8
Q

り

鹿
浜
分
室日

(
3
8
5
6
)
7
7
3
″
`
‥
y

□
電
話
相
談

日
時
=

毎
週
月
～
金
曜
日
(

祝
日
を

除
く
)

、
午
前
9

時
～
午
後
4

時
3
0

分

申
・
問
先
=

教
育
研
究
所

日
(
3
8
8
4
)
7
8
6
7
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く
ら
し
の
情
報

納
税
通
知
書
を

発
送
し
ま
す

普
通
徴
収
の
納
税
通
知
書
を
6
月
8

日
に
郵
送
し
ま
す
(
非
課
税
の
方

に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
)
。な
お
、
特

別
徴
収
の
納
税
通
知
書
は
、
5
月
H

日
に
各
事
業
所
あ
て
に
郵
送
し
ま
し

た
。
普
通
徴
収
の
第
一
期
分
の
納
期

限
は
、
7
月
2
日
で
す
。

▽
課
税
証
明
書
の
発
行
は
、
6
月
8

日
か
ら
で
す
。
な
お
、
特
別
徴
収
の

み
の
方
の
証
明
書
は
、
現
在
発
行
し

て
い
ま
す
。

※
扶
養
さ
れ
て
い
る

方
の
非
課
税
証
明
書
は
6
月
8
日
か

ら
の
発
行
と
な
り
ま
す

・
定
率
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す

個
人
の
住
民
税
の
所
得
割
額
か

ら
、
定
率
減
税
額
を
控
除
し
ま
す
。

定
率
減
税
額
は
、
所
得
の
1
5
%
(
4

万
円
が
限
度
)
で
す
。

問
先
=
課

税
課該

当
す
る
方
は
手
続
き
を

入
院
時
食
事
代
自
己
負
担

の
減
額
制
度

住
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
は
減
額

の
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

対
象
=

住
民
税
非
課
税

の
世
帯

申
請
に

必
要
な
も
の
=
保

険
証
、
印
鑑
、
す

で
に
認
定
証
を
お

持
ち
の
方
は
認
定

証

※
す
で
に
認

定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
有

効
期
限
は
5
月
3
1日
で
す
。
引
き
続

き
認
定
を
希
望
す
る
方
は
再
度
、
交

付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

申
・
問

先
=
国
民
健
康
保
険
課
給
付
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

表2　 入院時食事自己負担額( 1 日当たり)

戸
籍
等
証
明
書
、
住
民
票
の

写
し
の
交
付
申
請
書
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
り
出
せ
ま
す

取
り
出
せ
る
書
類
=
戸
籍
等
交
付
申

請
書
(
窓
口
申
請
用
、
郵
送
請
求

用
)
/

住
民
票
の
写
し
交
付
申
請
書

(窓
口
申
請
用
、
郵
送
請
求
用
)
/

転
出
届
書
(
郵
送
請
求
用
)

問
先

亙
戸
籍
住
民
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

EJ T3

o

0>
a8

都
営
住
宅
(
ポ
イ
ン
ト
方
式
)

入
居
者
募
集

募
集
お
よ
び
申
込
用
紙
配
布
期
間
=

ポ
イ
ン
ト
方
式
(
ひ
と
り
親
世
帯
・

高
齢
者
世
帯
・
心
身
障
害
者
世
帯
・

多
子
世
帯
・
車
イ
ス
使
用
者
世
帯
・

特
に
所
得
の
低
い
一
般
世
帯
)
・
:
6

月
4
日
～
H
日
(
土
・
日
曜
日
は
除

く
)

申
込
用
紙
配
布
場
所
=
住
宅

管
理
係
、
各
区
民
事
務
所
(
期
間
内

で
も
配
布
完
了
次
第
終
了
)

※
く

わ
し
く
は
「
申
込
用
紙
(
申
込
の
し

お
り
)

」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
先
=

住
宅
管
理
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

都
市
復
興
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

策
定
し
ま
し
た

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
大
震

災
に
備
え
、
区
は
足
立
区
都
市
復
興

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
震
災
が
発
生
し
た

際
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
ま
ち
」
を
一

日
も
早
く
復
興
さ
せ
て
い
く
た
め

に
、
そ
の
手
順
を
あ
ら
か
じ
め
備
え

て
お
く
も
の
で
す
。

ま
た
、
震
災
復
興
の
基
本
理
念
お

よ
び
関
係
者
の
責
務
、
並
び
に
震
災

復
興
本
部
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

等
を
定
め
る
「
(
仮
称
)
足
立
区
震

災
復
興
対
策
及
び
震
災
復
興
事
業
の

推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、

復
興
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

問
先
=
都
市
計

画
課
調
整
係

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者

保
険
の
更
新

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
保
険
は
、

毎
年
7
月
1
日
に
自
動
的
に
更
新
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
団
体
の
代
表
者

が
変
更
し
て
い
る
場
合
は
、
代
表
者

変
更
届
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
規
加

入
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
先
=
生
涯
学
習
課
調
整
係

日
(
3
8
8
0
)
5
9
8
5

放
置
自
転
車
引
き
取
り
が

毎
月
第
4
日
曜
日
に
で
き
ま
す

た
だ
し
、
翌
日
の
月
曜
日
は
休
業

日
(
5
月
は
2
8日
)
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

返
還
日

時
=
月
曜
日
～
土
曜
日
・
第
4
日
曜

日
、
午
前
9
時
～
午
後
6
時

休
業

日
=
日
曜
日
(
第
4
日
曜
日
を
除

く
)
・
祝
日
・
第
4
日
曜
日
の
翌

日
・
年
末
年
始

問
先
=
自
転
車
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

区
長
へ
の

手
紙
か
ら

区
長
へ
寄
せ
ら
れ
た
フ
ァ
ク
ス
・

手
紙
な
ど
に
対
す
る
区
長
か
ら
の

返
信

□
区
民
か
ら
の
手
紙

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
区
」
に
な
れ
ば

良
い
。

人
口
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
足
立
区

の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
I
T

革
命
の
先
導
的
役
割
を
担

う
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
区
」
に
な
れ

ば
良
い
と
思
う
。

□
区
長
か
ら
の
返
信

「
I
T
革
命
」
「
I
T
社
会
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
I
T
(

情
報
通

信
技
術
)
の
進
歩
は
、
社
会
の
し
く

み
や
人
々
の
暮
ら
し
の
あ
り
方
を
大

き
く
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
最
大
の
特
徴
は
、
2
4

時
間
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
双
方

向
の
や
り
と
り
が
で
き
る
点
に
あ
り

ま
す
。
民
間
で
は
、
販
売
や
取
り
引

き
な
ど
盛
ん
に
使
わ
れ
て
お
り
ま

す
。区

で
も
、
昨
年
度
か
ら
区
民
の
声

の
E
メ
ー
ル
や
電
子
掲
示
板
を
始
め

ま
し
た
。
I
T
活
用
を
さ
ら
に
進
め

る
と
、
申
請
手
続
き
や
施
設
予
約
が

自
宅
や
職
場
か
ら
可
能
と
な
り
、
利

便
性
は
大
い
に
高
ま
り
ま
す
。
ま

た
、
区
政
情
報
の
提
供
や
そ
れ
に
対

す
る
意
見
交
換
も
容
易
に
な
り
、
区

政
へ
の
区
民
参
画
が
一
層
期
待
さ
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
I
T
は
区
内
産
業

経
済
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
と

と
も
に
、
活
力
あ
る
足
立
区
を
創
る

上
で
も
、
有
効
な
手
段
の
一
つ
で

す
。
既
に
I
T
教
育
の
推
進
の
た

め
、
区
内
全
小
中
学
校
に
パ
ソ
コ
ン

を
設
置
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
区
民

の
方
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
慣
れ
、

使
い
こ
な
せ
る
よ
う
、
5
月
3
日
か

ら
約
2
万
人
を
対
象
に
I
T
講
習
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
行
政
へ
の
I
T
導
入
に

は
、
利
用
で
き
な
い
方
へ
の
対
応
や

個
人
情
報
の
漏
え
い
の
防
止
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
し
な
が

ら
、
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
も
が
、
安
全
に
」
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
電
子
自
治
体
を
め
ざ

し
、
昨
年
、
庁
内
に
向
け
た
検
討
組

織
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
2
1世
紀
の

足
立
区
の
活
性
化
を
担
う
I
T
。
ぜ

ひ
、
区
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

区長

鈴木恒年

映像
広 報 制作だより

「地元の皆さんに喜んでもらうことが大事」。そ
う語るのは、鹿浜ミニチュア鉄道クラブの皆さんで
す。昨年の12月にリニューアルオープンした北鹿浜
公園で毎月1 回ミニSL を運行してきました。
メンバーの一人は、定年間近のある日の新聞に載

った記事が、ミニSL づくりに取り組むきっかけだ
ったそうです。生涯学習の一環として開かれたある
工業高校のミニSL 教室にとびこみ、製作に励んで
きました。今では、工作機械を購入し、ミニSL 製
作のための作業場もかまえる熱の入れようです。
撮影当日、子どもたちの喜ぶ姿を見ているメンバ
一の、煙ですすけた顔の中のやさしいまなざしがと
ても印象的でした。

「情報キャッチ　好きです。あだち」
放 送 予 定

あだちコミュニティチャンネル( ケーブルテレビ足立9CH)

学
校
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

学
校
の
図
書
館
で
、
本
の
整
理
・

補
修
や
子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ

な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
経
験

や
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

活
動
場

所
=
区
内
の
小
・
中
学
校

活
動
開

始
月
=
1
0月

申
込
=
電
話

期
限
=
6

月
1
5日

申
・
問
先
=
生
涯
学

習
課
学
習
推
進
係

ひ
ろ
ば

区
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
事
業

で
す
。掲
載
の
内
容
は
当
事
者
間
で
。

=
会
員
募
集
=

★
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
オ
ア
シ
ス
　
毎

週
月
曜
日
と
土
曜
日
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
/
綾
瀬
ジ
ョ
イ
フ
ル
ダ
ン

ス
/
I

回
2
千
円
/
東

啻
(
5
6
8
2
)
0
4
0
0

★
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
め
だ
か
　
月

3
回
火
曜
日
、
午
後
6
時
3
0
分
～
8

時
3
0分
/
う
き
う
き
館
ほ
か
/
入
会

金
3
千
円
、
月
額
3
千
円
/
小
・
中

学
生
/
山
田

日
(
3
8
9
7
)
2
6
4
0

★
着
物
着
付
け
同
好
会
　
毎
月
第
1

・
3
火
曜
日
、
午
前
1
0時
～
正
午
/

足
立
北
郵
便
局
/
入
会
金
千
円
、
1

回
千
3
0
0円/
岸

啻
(
3
8
5
9
)
6
3
3
5

★
話
し
方
教
室
　
毎
月
第
2
・
4
金

曜
日
、
午
後
7
時
～
9
時
/
竹
の
塚

地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金

千
円
、
月
額
千
5
0
0円/
小
島

啻
(
3
8
9
7
)
7
6
3
6

★
話
し
方
教
室
梅
の
会
　
毎
月
第

2
・
4
金
曜
日
、
午
後
7
時
～
9
時

/
江
北
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

月
額
2
千
円
/
江
川

啻
(
3
8
9
9
)
2
4
8
7

★
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
バ
ル
ー
ン
　
毎

月
第
1
・
3
水
曜
日
、
午
後
2
時
～

4
時
/

竹
の
塚
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

ほ
か
/
入
会
金
2

千
5
0
0円

、
月
額
千

円
/

稲
垣

啻
0
9
0
(
2
6
5
3
)
0
2
0
3

★
ふ
れ
あ
い
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ
　

毎
週

木
曜
日

、
午
前
1
0
時
～
1
1
時
4
5
分
ノ

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/

入
会
金
千

円

、
月
額
2

千
円
/

戸
田

日
(
3
8
4
0
)
6
0
0
2

★
幼
児
リ
ト
ミ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
　
毎

週
水
曜
・
金
曜
日
、
午
前
1
0
時
1
0
分
～

午
後
o
時
3
0
分
/
中
央
本
町
地
域

学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千

円
、月
額
4
千
円
/
I
～
3
歳
/
徳

山

豐
0
9
0
(
3
0
6
7
)
4
4
8
7

★
リ
ラ
ッ
ク
ス
Ⅱ
(

硬
式
テ
ニ
ス
)
　

毎
週
月
～
金
曜
日

、
午
後
1

時
～
4

時
/

竹
の
塚
6

号
公
園
ほ
か
/

入
会

金
千
円

、
1
回
5
0
0円
/

初
・
中
級
/

希
望
す
る
日
に
参
加
/

菊
原

啻
(
3
8
5
9
)
9
0
8
0

★
ハ
ッ
ピ
ー
ヨ
ガ
　

毎
週
火
曜
日

、

午
前
1
0
時
～
正
午
/

青
少
年
セ
ン
タ

ー
ほ
か
/

入
会
金
千
円

、
月
額
2

千

円
/
小
森
谷

雪
(
3
8
8
7
)
9
4
0
3

「
ひ
ろ
ば
」
へ
の
掲
載
方
法

掲
載
料
=
見
出
し
・
本
文
を
含
め
、
1

行
(
1
4文
字
)
千
円

申
込
=
所

定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
持
参

ま
た
は
郵
送

期
限
=
掲
載
希
望
月

の
前
日
1
5日
ま
で

申
・
問
先
=
広

報
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
1
5
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○ 歯の衛生週間 ○
6 月4 日～10 日

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト

に

ご

用

心

お
元
気
で
す
か
?

あ
な
た
の
歯
と
歯
ぐ
き

お
と
な
の
歯
が
生
え
そ
ろ
っ
た
の

は
1
2
歳
ぐ
ら
い
の
こ
ろ
で
、
前
歯
～

奥
歯
ま
で
、
全
部
で
2
8本
(
親
知
ら

ず
を
入
れ
る
と
3
2本
)
で
す
。
歯
を

な
く
す
主
な
原
因
は
、
『
む
し
歯
と

歯
周
病
』。特
に
4
0歳
を
す
ぎ
た
こ
ろ

か
ら
、
歯
周
病
で
歯
を
な
く
す
割
合

が
急
速
に
増
加
し
て
き
ま
す
。

8
0歳
に
な
っ
て
も
2
0本
以
上
自
分

の
歯
を
残
し
(
8
0
2
0

運
動
)
、食

事
や
会
話
を
楽
し
ん
で
(
歯
っ
ぴ
い
》

に
暮
ら
す
に
は
、
若
い
こ
ろ
の
生
活

習
慣
が
カ
ギ
を
に
ぎ
っ
て
い
ま
す
。

早
め
に
歯
周
病
と
気
が
つ
い
た
A
子

さ
ん
の
例
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

区民ひとりあたりの残っている歯の本数

平 成12 年 度 節 目 健 診 歯 肉 検 査 結 果 よ り

( 1) A子さん( 45 歳) の
体験談

口の中の細菌のしわざ

歯垢( プラーク) と いう何
十種類も の細菌の塊が、歯
と歯ぐきの境目に積もり、
食ベカスを栄養に増殖しま
す。これが出血などの歯ぐ
きの炎症を引きおこします。

( 2)「歯周病健診」を受けてみようかな?

※こんな検査をします。
専用の器具で・出血は

あるか・歯石がついてい
るか・歯周ポケットの深
さをチェックします。

歯周ポケットとは?

歯ぐきに炎症がおきると歯ぐきがはれ
て、ミソが深くなります。
これを「歯周ポケット」といいます。
この中で細菌が出した毒素により歯槽
骨や歯根膜が破壊される→これが歯周
病です。

( 3)気がつかないうちに歯周病に
なっていたんだわ!

検査の結果、少し深い歯周ポケッ
トができていました。

私だけかしら?

平成12年度節目健診歯肉検査

足立区の40歳・50歳で進行した
歯周病にかかっている者の割合は

( 40 歳37. 9%
50歳53. 7%)

( 4)歯石をとってもらい歯ブラシ・
糸ようじ・歯間ブラシの使い方を
説明してもらいました。

歯周病予防のためのポイント

● 1日1回は丁寧に歯をみがく
● 定期的に検診・歯石除去・歯面
清掃を受ける。

● ストレスをためない
● バランスのとれた食生活でよく
かんで食べることを心がける。

● 1 ヵ 月後のA 子さんの感想 ●
『いままでは、歯だけを磨いていたみた
い。肝心なのは歯と歯の間や歯と歯ぐきの
境目の歯垢だったのね。力を入れずに小さ
く動かすという方法で、1 日1 回、夜のニュースを見
ながら磨いてみたけど、とてもさっぱりして快適! こ
れからも歯周ポケットが深くならないよう、続けてい
きます。』
あなたの歯周ポケットは磨けていますか?

歯
周
病
健
診
(
無
料
)

□
2
0歳
か
ら
3
9歳
ま
で
の
区
民

日
時
等
=
各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯

科
保
健
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
(
3
面
参
照
)

内
容
=

歯
周
病
な
ど
の
歯
科
健
診
、
相
談
、

歯
ブ
ラ
シ

ー
フ
ロ
ス
な
ど
の
体
験
学

習

定
員
=
各
3
5人
(
先
着
順
)
費

用
=
無
料

申
込
=
電
話

□
4
0歳
か
ら
6
0歳
ま
で
の
区
民

期
間
=
通
年

場
所
=
区
内
の
指
定

医
療
機
関

内
容
=
歯
周
病
な
ど
の

歯
科
健
診

定
員
=
千
4
0
0人(
先
着

順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
(

ガ

キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
(
フ

リ
ガ
ナ
)
、生
年
月
日
、年
齢
、性
別
、

電
話
番
号
、
「
歯
周
病
健
診
希
望
」

を
明
記
。
後
日
、
受
診
票
と
案
内
を

送
付

申
・
問
=
足
立
保
健
所
健
康

推
進
課
成
人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

□
C

型
肝
炎
検
査
□

中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は

現
在
実
施
中
の
エ
イ
ズ
検
査
と
同
時
に
C

型
肝
炎
の
検
査
も
実
施
し
ま
す
。

費
用
=
無
料

問
先
=
各
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
へ

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。　問先= 広報係 　3880- 5815( 直通)

フ ァ ク ス ・ 音 声 情 報 サ ー ビ ス

区政情報をお好きなときに手に入れ、聞くことができます
専 用電話 　3889- 3399

「はるかぜ」時刻表は…コード1537
公共工事発注予定表は…コード1194

郵政記念日に
1日郵便局長が活躍

4
月
2
0日
、足
立
西
郵
便
局
で
は
、

区
の
姉
妹
都
市
ベ
ル
モ
ン
ド
市
と
の

親
善
に
携
わ
る
コ
ー
ト
ニ
ー
・
ブ
ラ

1
さ

ん

が
職

務

に

あ

た

りゅう
ちょう

り

、
流
暢

な

日
本
語
で
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
い

た
と
き
、
日
本
の
切
手
を
収
集
し
て

い
ま
し
た
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

2
3日
、
足
立
北
郵
便
局
で
は
、
長

勝
寺
の
飯
島
住
職
が
「
郵
便
局
は
人

と
接
す
る
の
が
大
事
な
仕
事
。
頑
張

つ
て
」
と
職
員
を
激
励
し

ま
し
た
。

2
4日
、
足
立
郵
便
局
で

は
、
タ
レ
ン
ト
の
毒
蝮
三

太
夫
さ
ん
が
講
演
会
で
、

芸
能
界
に
入
っ
た
こ
ろ
両

親
に
何
通
も
手
紙
を
出

し
、
そ
れ
ら
が
大
切
に
保

存
さ
れ
て
い
た
逸
話
な
ど

を
披
露
し
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
番
組
の
生
放
送
で
、
マ
イ
ク
片

手
に
局
内
を
激
励
し
て
ま
わ
る
毒
蝮
さ
ん

▲ 実際に郵便配達したコートニーさん

パ
ン
が
焼
け
た
よ
。お
い
し
い
ね

西
保
木
間
児
童
館
　
ワ
ク
ワ
ク
ラ
リ
ー

5
月
5
日
の
子
ど
も
の
日
、
子
ど

も
た
ち
が
パ
ン
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
西
保
木
間
児
童
館
の

催
し
「
ワ
ク
ワ
ク
ラ
リ
ー
」
の
な
か

で
行
わ
れ
た
も
の
。
よ
く
こ
ね
て
細

長
く
し
た
パ
ン
生
地
を
竹
に
巻
き
、

か
ま
ど
で
焼
き
あ
げ
ま
す
。
焼
き
あ

が
る
ま
で
子
ど
も
た
ち
は
わ
く
わ
く

ど
き
ど
き
。
そ
し
て
、
待
ち
に
待
っ

た
手
作
り
の
焼
き
た
て
パ
ン
を
食

べ
、
喜
び
の
表
情
を
う
か
べ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

▲ 上 手 にできるかな

で
き
あ
が
っ
た
パ
ン
を

手
に
ニ
ッ
コ
リ

ハ
ー
ブ
園
を

訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か

～
都
市
農
業
公
園
～

都市農業公園の一角にハープ園があるのをご存
じですか?
ハープは植えて楽しむほかに、葉、実などを使

い、お茶や石けんなど幅広く利用できます。隣接
の緑の相談所では、花や緑の相談や、ハープを使
った教室なども開かれ、くわしい話を聞くことが
できます。6 月ごろは、ラベンダーやベルガモッ
トなどの花や香りを楽しめます。

▲ 4 月29日のハーブ教室の様子

こ
れ
が
お
す
す
め

◎
し
ょ
う
ぶ
田
の
木
道
開
設

日
程
=
6

月
1
日
～
3
0日
(
9
日
出
・
1
0

日
剛
は
代
表
的
な
品
種
の
展
示
な

ど
を
行
い
ま
す
)

場
所
=
し
ょ
う

ぶ
沼
公
園
(
谷
中
2
-
4
-
I
)

北

綾
瀬
駅
か
ら
徒
歩
1
分

◎
ほ
た
る
の
夕
べ

日
時
=
6
月
8
日
～
1
0
日
、
午
後
7

時
3
0
分
～
9
時
料
金
=
高
校
生
以

上
1
0
0円
、
小
中
学
生
5
0円
、
幼
児
無

料

場
所
=
生
物
園
(
保
木
間
2
-
1
7
-
I
)

啻
(
3
8
8
4
)
5
5
7
7

古紙配合率70% 再生紙を使用しています K. A　282, 500


